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富山県立大学後援会会則の改正（案）について 
 

１ 改正趣旨 

  大学院看護学研究科博士後期課程の開設(令和７年４月)に伴い後援会の正会員の会費に追加するもの。 
 

２ 改正内容（新旧対照表） 

現行 改正後（案） 備考 

第１条～第９条 （略） 

 

（経費） 

第10条  本会の経費は、会費、寄附及びその他の収入をもって

支弁する。 

２  正会員の会費は、次のとおりとし、それぞれ入学時に納め

るものとする。 

  (1)  学部              ５０，０００円 

  (2)  学部編入学者          ２５，０００円 

       （ただし、本学短期大学部卒業生は２０，０００円） 

(3)  工学研究科 

博士前期課程          １０，０００円 

博士後期課程          １０，０００円 

(4)  看護学研究科          １０，０００円 

〔新設〕 

〔新設〕 

(5)  看護学専攻科           ５，０００円 

 

第11条～第13条 （略） 

 

〔新設〕 

第１条～第９条 （略） 

 

（経費） 

第10条  同左 

 

２  同左 

 

  (1)  学部              ５０，０００円 

  (2)  学部編入学者          ２５，０００円 

       （ただし、本学短期大学部卒業生は２０，０００円） 

(3)  工学研究科 

博士前期課程          １０，０００円 

博士後期課程          １０，０００円 

(4)  看護学研究科          〔削る〕 

博士前期課程          １０，０００円 

博士後期課程          １０，０００円 

(5)  看護学専攻科           ５，０００円 

 

第 11条～第13条 （略） 

 

附 則 

この会則は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大学院看護学研究科

の博士前期課程・後期

課程を明記 

 

 

 

 

○令和７年４月1日より開

設となることから、令和

７年４月１日から本改正

を適用 

 

議案第１号 



富 山 県 立 大 学 後 援 会 会 則 

 

（名称） 

第１条 本会は、富山県立大学後援会（以下「本会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条  本会は、富山県立大学工学部、情報工学部、看護学部、大学院工学研究

科、大学院看護学研究科及び看護学専攻科（以下「大学」という。）の運営を後

援し、もって本学の発展を図ることを目的とする。 

 

（事務所） 

第３条  本会の事務所は、大学内に置く。 

 

（事業） 

第４条  本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 学生の福利厚生に関する事業 

(2) 学生の就職開拓に関する事業 

(3) 学生の福利厚生施設・備品の充実に関する事業 

(4) 学生の国際交流に関する事業 

(5) 大学と保護者又は保証人との連絡に関する事業 

(6) その他必要と認める事業 

 

（会員） 

第５条  本会は、次の者を会員として組織する。 

  (1)  正会員    大学に在籍する学生の保護者又は保証人 

(2) 特別会員  本会の趣旨に賛同する者 

 

（役員等） 

第６条  本会に、次の役員を置く。 

  (1)  会  長    １名 

  (2)  副会長    ５名以内 

  (3)  理  事    若干名 

  (4)  監  事    若干名 



２  役員の任期は、１年以内とする。ただし、再任を妨げない。 

３  役員は、無報酬とする。 

４  本会に、参与及び書記を若干名置くことができる。 

 

（役員等選出） 

第７条  役員は、会員のうちから総会において選出する。 

２  参与は、大学職員のうちから理事会の推薦に基づき会長が委嘱する。 

３  書記は、大学職員のうちから会長が委嘱する。 

 

（役員等の職務） 

第８条  会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、その職務を代行する。 

３  理事は、本会の重要な事項を審議する。 

４  監事は、会務及び会計を監査する。 

５  参与は、本会と大学の連絡を掌る。 

６  書記は、会長の命を受けて本会の庶務を掌る。 

 

（会議） 

第９条  会議は、総会及び理事会とし、会議の議事は、出席者の過半数をもって

決する。 

２  会議は、会長が招集する。 

３  総会は、年度始めに会長が招集し、次の事項を議決する。ただし、会長が必

要と認めるときは、臨時に総会を開くことができる。 

(1) 役員の選出に関すること。 

(2) 予算及び決算に関すること。 

(3) 会則の変更に関すること。 

(4) 事業に関すること。 

(5) その他理事会において必要と認めた事項 

４  理事会は、会長、副会長及び理事をもって構成し、会長が必要と認めると    

きに招集する。 

５ 会長は、適当であると判断する場合は、書面をもって会員又は役員の意見を

徴し、会議に代えることができる。この場合において、第１項中「出席者」と

あるのは「会員又は役員」と読み替えるものとする。 



 

（経費） 

第 10 条  本会の経費は、会費、寄附及びその他の収入をもって支弁する。 

２  正会員の会費は、次のとおりとし、それぞれ入学時に納めるものとする。 

  (1)  学部                           ５０，０００円 

  (2)  学部編入学者        ２５，０００円 

       （ただし、本学短期大学部卒業生は２０，０００円） 

(3) 工学研究科 

博士前期課程           １０，０００円 

博士後期課程                    １０，０００円 

(4) 看護学研究科 

博士前期課程           １０，０００円 

博士後期課程                    １０，０００円 

(5) 看護学専攻科            ５，０００円 

３  特別会員の会費は、一口１０，０００円とする。 

 

（会費の減免等） 

第 11 条  正会員の納入すべき会費について、特別の事情があると認められる場

合は、これを減免することができる。 

２  既に納めた会費については、原則として返還しないものとする。 

 

（会計年度） 

第 12 条  本会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終る。 

 

（その他） 

第 13条  会長は、この会則を実施するに必要な細則を別に定めることができ る。 

 

    附 則 

  この会則は、平成２年４月 16 日から施行する。 

 

    附 則 

１  この会則は、平成３年４月 10 日から施行する。 

２  第 10 条第２項の規定にかかわらず、平成２年度及び平成３年度入学生に   



  かかる会費については、次表のとおり納めるものとする。 

区   分 

平成２年度入学生 平成３年度入学生 

工  学  部 短期大学部 工  学  部 短期大学部 

納 入 金 額 30,000 円 10,000 円 50,000 円 30,000 円 

納 入 時 期 平成３年４月末日 平成３年４月末日 

 

    附 則 

  この会則は、平成６年４月８日から施行する。 

 

    附 則 

  この会則は、平成８年４月８日から施行する。 

 

    附 則 

  この会則は、平成 10 年４月８日から施行する。 

 

    附 則 

  この会則は、平成 13 年４月６日から施行する。 

 

  附 則 

 この会則は、平成 24 年４月５日から施行する。 

 

  附 則 

 この会則は、看護学部が設置認可された日から施行する。 

 

  附 則 

 この会則は、令和４年６月１日から施行する。 

 

  附 則 

この会則は、令和５年１月 18 日から施行する。 

 

附 則 



この会則は、令和５年５月 31 日から施行し、この会則による改正後の第２条

の規定は、同年４月 1 日から適用する。 

 

  附 則 

この会則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この会則は、令和７年４月１日から施行する。 


